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会
館
や
東
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
で
行
う

「
の
び
の
び
測
定
」の
育
児
相
談
な
ど
で
、

子
育
て
中
の
皆
さ
ん
の
相
談
に
職
員
が
応

じ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
産
前
・
産
後
の
早
い
段

階
か
ら
不
安
や
悩
み
を
よ
り
丁
寧
に
聞

き
、
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
と
つ
な
が
り
を

作
っ
て
い
き
ま
す
。

■
相
談
窓
口
の
明
確
化

　
「
子
育
て
の
こ
と
を
、
ど
こ
に
相
談
し

て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
声
が

以
前
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
相
談
窓
口
を
明

確
に
す
る
こ
と
で
、
ど
こ
に
相
談
し
て
い

い
か
分
か
ら
ず
、
悩
み
や
不
安
を
抱
え
込

ん
で
し
ま
っ
た
り
、
な
か
な
か
す
ぐ
に
必

要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
状
態
に
な
っ

た
り
す
る
こ
と
を
防
ぎ
ま
す
。

■
子
育
て
支
援
の
た
め
の
連
携
づ
く
り

　

近
年
、
核
家
族
が
増
え
、
身
近
に
頼
れ

る
人
が
い
な
い
中
で
子
育
て
を
し
て
い
る

人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

ク
ロ
ー
バ
ー
で
は
、
安
心
し
て
妊
娠
期

を
過
ご
し
、
楽
し
く
幸
せ
に
育
児
が
で
き

る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。
関
係

機
関
と
連
携
を
と
る
こ

と
で
、
子
育
て
を
支
援

す
る
仕
組
み
を
作
り
、

よ
り
安
心
し
て
子
育
て

し
や
す
い
ま
ち
を
目
指

し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
市
は
、
子
育
て
し
や
す
い
ま

ち
を
目
指
し
て
、
妊
娠
の
届
出
が
あ
っ
た

際
の
相
談
や
各
種
健
診
、
健
康
教
育
な
ど

を
通
し
て
、
相
談
や
必
要
な
支
援
を
行

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
さ
ら
に
子
育
て
支
援
を
充
実
さ

せ
る
た
め
、
妊
産
婦
や
乳
幼
児
の
皆
さ
ん

と
つ
な
が
り
を
持
ち
、
妊
娠
・
出
産
・
子

育
て
期
の
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
強
化
し

た
「
母
子
健
康
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
に
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
親
し

み
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
開
設
し
た
母

子
健
康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
「
ク
ロ
ー

バ
ー
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

　

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
期
の
子
育
て

世
代
を
対
象
と
し
て
、
大
き
く
３
つ
の

取
組
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

■
早
い
時
期
か
ら
の
き
め
細
や
か
な
支
援

　

以
前
か
ら
、
妊
娠
の
届
出
を
受
け
た
際

に
不
安
や
悩
み
を
聞
い
た
り
、
総
合
福
祉

妊娠・出産・子育て支援の総合相談窓口

　市は、安心して子育てできる地域づくりを目指して、
4月から「母子健康包括支援センター　クローバー」
を健康管理課内に開設しました。皆さんの妊娠・出産・
子育てをより一層支援していきます。相談は、男性で
も、家族でも受け付けます。1人で悩まないで、気軽
に相談してみてください。

子育て中の皆さんをもっとサポート！

  

切
れ
目
の
な
い
支
援
を

  

愛
称
は「
ク
ロ
ー
バ
ー
」

  「
ク
ロ
ー
バ
ー
」の
取
組

「母子健康包括支援センター   クローバー」の役割
　妊娠・出産・子育て期の子育てに関するいろいろな悩み、困りごとなどの相談に応じ、関係機関と連携し
て、皆さんの子育てをサポートしていきます。相談は、電話やメール、窓口で受け付けていますので、どん
なことでもお気軽にご相談ください。

妊娠中 出産後 子育て中

子育てに関するさまざまな悩み・不安

  初めての妊娠で、
妻が不安そう。
どう声をかけたら
  いいだろう…

つわりで思うよう
に食べられない

おっぱいが足り
ているか心配

赤ちゃんの予防接種は
どうしたらいいの？

初めての育児。僕にでき
ることは何があるかな…

私の子育て、
これでいいのかな…

妻がイライラして
いる。どう接したら
いいのかな…

子育てしていても、
一人ぼっちな気分に

母子健康包括支援センター   クローバー

電話・訪問、情報提供
アドバイス、健康指導

保健所

関係機関

学校保育所・幼稚園など

医療機関

　最近は、妊娠の届出にご夫婦で来ら
れることも多くなりました。男性や、
一緒に子育てしているご家族も相談で
きます。相談して、クローバーとの「つ
ながり」を作れば、安心して子育てが
できると思います。ぜひ、たくさんの
方に利用してもらいたいです。

〒 504-0912　那加桜町 2-163
総合福祉会館 1階　健康管理課内
開館時間：平日　午前8時 30 分～午後 5時 15 分
　　　　　（土・日曜日、祝日、年末年始は休み）

母子健康包括支援センター
妊娠・出産・子育て支援の総合相談窓口

相談電話：058-383-7204
相談メール：clover@city.kakamigahara.gifu.jp

 

各務原市役所

産業文化センター

中央図書館

那加第二小学校

勤労会館

ピアゴ那加交番

市民公園

学びの森

名鉄各務原線

ＪＲ高山線

那加メーンロード

一方通行

一方通行

各務原市役所前駅市民公園前駅

那加福祉センター

桜町郵便局

P

P

P
P

P母子健康包括
支援センター

（総合福祉会館１階）

相談
支援

男性でも、家族でも相談できます

川井裕子
健康管理課長

　  妊娠・出産・子育
て期は、いろんな悩みが
尽きないものです。
どなたでも気軽にご相談
　ください。

「クローバー」スタッフ

「母子健康包括支援センター  クローバー」は、市ウェブサイト内
の「ウェブマガジン」でも詳しく紹介しています（公開は 5 月～）。

OPEN！

民生委員・児童委員
子ども館

地域全体で子育て支援

母子健康包括支援センター

周りに相談できる
人がいない
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ASAKEN Report

毎
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す

市長　浅野健司

　

鮮
や
か
に
色
づ
い
た
桜
に
歓
迎
さ
れ

る
よ
う
に
、
年
度
始
め
の
４
月
２
日
、

初
々
し
い
若
者
が
市
の
職
員
と
し
て
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

厳
か
な
雰
囲
気
の
中
、
緊
張
し
た
面

持
ち
で
辞
令
交
付
式
に
参
加
し
た
37
人

の
新
職
員
は
、や
る
気
に
満
ち
て
お
り
、

そ
の
凛
と
し
た
姿
に
若
い
力
の
素
晴
ら

し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
今
後
の
活
躍
に

期
待
を
込
め
、
一
人
一
人
に
辞
令
を
交

付
し
ま
し
た
。

　

私
が
各
務
原
の
こ
と
が
大
好
き
な
よ

う
に
、
職
員
に
も
、
わ
が
ま
ち
の
歴
史

や
文
化
を
学
び
、
航
空
宇
宙
博
物
館
に

代
表
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
に
も
愛

着
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
魅
力
を
生
か
し

た
新
た
な
施
策
を
考
案
す
る
こ
と
を
期

待
す
る
と
と
も
に
、
目
の
前
に
あ
る
課

題
に
も
し
っ
か
り
と
向
き
合
い
、
失
敗

を
恐
れ
ず
果
敢
に
挑
戦
す
る
こ
と
を
訓

示
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

午
後
か
ら
は
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ

ん
訪
問
ス
タ
ッ
フ
」
に
委
嘱
状
を
交
付

し
ま
し
た
。
赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
成

長
と
お
母
さ
ん
の
楽
し
い
子
育
て
を
応

援
す
る
た
め
に
始
ま
っ
た
こ
の
事
業

も
、
今
年
で
11
年
目
に
入
り
ま
す
。

　

そ
の
間
、
地
域
の
先
輩
マ
マ
と
し
て

子
育
て
家
庭
を
訪
問
し
、
寄
り
添
い
、

サ
ポ
ー
ト
を
続
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

皆
さ
ん
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
オ
レ
ン
ジ
色
の
エ
プ
ロ
ン
を

つ
け
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
は

と
て
も
輝
き
、
そ
し
て
、
は
つ
ら
つ
と

し
て
い
ま
し
た
。

　

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
、
住
み
や
す

い
ま
ち
に
し
よ
う
と
積
極
的
に
活
動
し

て
く
れ
る
方
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を

心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
に
も
支
え
ら
れ
、
さ
ら
に
元
気

で
輝
く
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
と
、
私

も
決
意
を
強
く
し
た
１
日
で
し
た
。

年度始めの決意

　また、自治会長として研修会などに参加し、各地
で被災された方から貴重なお話を聞くことができま
した。その中で特に印象に残っているのは、「助け
てくれたのは、近所の人」という言葉。災害時には、
行政の対応を待たず、自分たちで住民の安否を確認
することなどが必要になってきます。近所付き合い
を深める「向こう三軒両隣」
の意識を住民同士で共有し
ていくことの大切さを再認
識しました。

　
「
自
治
会
」と
は
、

そ
の
地
域
に
住
み
、

そ
の
趣
旨
に
賛
同
す

る
人
は
だ
れ
で
も
加

入
で
き
る
、
市
民
生

活
に
最
も
身
近
な
組

織
。
そ
の
主
な
役
割

は
、
生
活
環
境
の
向

上
や
防
災
・
防
犯
な
ど
の
安
全
対
策
、
住

民
同
士
の
交
流
な
ど
で
す
。

　

近
年
、
自
治
会
の
加
入
率
が
下
が
る
な

ど
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な

り
つ
つ
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
少
子

高
齢
化
が
進
み
、
大
規
模
災
害
の
発
生
が

予
想
さ
れ
て
い
る
現
在
、
地
域
の
問
題
に

対
処
し
て
い
く
「
自
治
会
」
の
役
割
は
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

地
震
や
暴
風
雨
な
ど
の
大
き
な
災
害
が

起
き
た
と
き
に
は
、
行
政
に
よ
る
支
援
や

救
助
で
あ
る
「
公
助
」
が
機
能
す
る
ま
で
、

自
分
た
ち
の
安
全
は
自
分
た
ち
で
守
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

実
際
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、
地
域
の

力
が
大
き
な
助
け
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
、
自
分

　

４
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
１
回
自

治
会
連
合
会
役
員
会
」
で
、
18
人
の
新
役

員
を
選
出
。
市
自
治
会
連
合
会
長
に
は
、

尾
崎
自
治
会
連
合
会
の
西
森
登
さ
ん
が
就

任
し
ま
し
た
（
15
ペ
ー
ジ
の
「
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
」
参
照
）。

　

役
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
１
年
間
、
自
治

会
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
ご
活
躍
い
た
だ

き
ま
す
。
今
年
度
の
役
員
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
（
敬
称
略
）。

【
会
長
】

西
森
登
（
尾
崎
自
治
会
連
合
会
長
、
尾
崎

北
町
４
）

や
家
族
を
守
る
「
自
助
」
に
加
え
、
自
治

会
が
主
体
と
な
る
「
共
助
」
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら

地
域
の
行
事
な
ど
に
参
加
し
て
、
顔
見
知

り
に
な
っ
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

市
は
、
自
治
会
が
行
う
地
域
の
美
化
活

動
や
安
全
活
動
、
自
主
防
災
活
動
な
ど
の

公
益
的
事
業
に
必
要
な
用
具
の
購
入
に
対

し
て
、経
費
の
２
分
の
１
を
補
助
す
る「
自

治
会
地
域
社
会
活
動
事
業
補
助
金
」
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
そ
の
補

助
金
を
拡
充
し
、
上

限
額
を
引
き
上
げ
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の

上
限
額
は
４
万
円
で

し
た
が
、
自
主
防
災

活
動
で
使
用
す
る
防

災
資
機
材
（
４
万
円
以
上
）
を
購
入
す
る

場
合
、
上
限
額
は
６
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
補
助
金
は
、
昨
年
度
１
４
０
の
自

治
会
が
利
用
し
ま
し
た
。
い
つ
起
こ
る
か

分
か
ら
な
い
災
害
に
対
し
て
自
治
会
で
備

え
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

備
考　

自
治
会
地
域
社
会
活
動
事
業
補
助

金
は
、
個
人
で
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

自
治
会
単
位
で
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い

【
副
会
長
】

川
島
髙
司
（
蘇
原
自
治
会
連
合
会
長
、
六

軒
西
第
２
）、
加
藤
正
俊
（
稲
羽
東
自
治

会
連
合
会
長
、
前
渡
西
町
５
）、
長
縄
正

範
（
各
務
自
治
会
連
合
会
長
、
お
が
せ
町

城
之
屋
敷
）

【
会
計
】

篠
田
勲
（
那
加
第
３
自
治
会
連
合
会
長
、

本
町
）

【
監
事
】

木
村
徹
之
（
川
島
自
治
会
連
合
会
長
、
緑

町
第
１
）、
髙
井
和
博
（
陵
南
自
治
会
連

合
会
長
、
朝
日
５
丁
目
南
）

【
理
事
】

平
光
己
朗（
那
加
第
１
自
治
会
連
合
会
長
、

岩
地
町
）、
末
松
誠
榮
（
那
加
第
２
東
部

自
治
会
連
合
会
長
、
門
前
町
３
）、
矢
野

匡
修
（
那
加
第
２
雄
飛
地
区
自
治
会
連
合

会
長
、
雄
飛
ケ
丘
10
）、
佐
々
木
琥
珀
（
稲

羽
西
自
治
会
連
合
会
長
、
上
中
屋
町
）、

川
合
敏
夫（
鵜
沼
第
１
自
治
会
連
合
会
長
、

羽
場
町
５
丁
目
）、
小
林
俊
郎
（
鵜
沼
第

２
自
治
会
連
合
会
長
、
川
崎
北
）、
西
野

毅
（
鵜
沼
第
３
自
治
会
連
合
会
長
、
山
崎

第
１
）、
菱
沼
三
佳
（
緑
苑
自
治
会
連
合

会
長
、
緑
苑
北
３
丁
目
）、
後
藤
紀
一
（
八

木
山
自
治
会
連
合
会
長
、
松
が
丘
３
丁

目
）、
坂
井
俊
郎
（
蘇
原
北
自
治
会
連
合

会
長
、
古
市
場
町
東
）、
田
島
啓
（
蘇
原

南
自
治
会
連
合
会
長
、
六
軒
西
緑
）

「向こう三軒両隣」の大切さ
　昨年度１年間、松が丘連合自
治会で「防災」を担当していまし
た。私の地区では、通報・避難・
初期消火訓練を行っています。
こういった訓練を行うことで、
防災意識を高めるだけでなく、
地域に住む人が互いに顔見知
りになることができます。

平成 29 年度
松が丘 5 丁目自治会長

内山  敬
たかし

さん

自
治
会
の
役
割

地
域
の
防
災
力

「向こう三軒両隣」の大切さ

自
治
会
の
役
割

地
域
の
防
災
力

災
害
に
地
域
で
備
え
る

災
害
に
地
域
で
備
え
る

昨年の消火訓練のようす

詳細　まちづくり推進課☎ 058-383-1662
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

　国際協会総会を記念し「ヴァ
イオリンとビブラフォンによる
世界一周・音楽旅」を開催しま
す。会員以外でもご参加いただ
けます。
日時　6 月 3 日（日）　15:30 ～
16:30
場所　産業文化センター 2 階第
3 会議室（那加桜町 2）
定員　70 人（申込順）
出演　岡田恵里（バイオリン）、
山下真理（ビブラフォン）
申込と詳細　5 月 25 日までに「
代表者名、電話番号、参加人数」
を明記し ▽メール（タイトルを

「記念コンサート申込」とし）＝
kia@city.kakamigahara.gifu.jp ▽

はがき＝〒 504-8555 那加桜町
1-69、観光交流課内各務原国際
協会事務局　 058-389-0765 ☎
058-383-1426

国際協会総会
記念コンサート

日時　6 月 9 日（土）　16:00 ～
17:30
場所　産業文化センター 2 階第
4 会議室（那加桜町 2）
定員　40 人（申込順）
内容　「英国の EU 離脱へ  試練
の欧州」稲田信司・朝日新聞国
際報道部部長代理
備考　18:00 ～、希望者による
交流会を開催（2000 円とドリ
ンク代が必要）
申込と詳細　6 月 4 日までに、

「 代 表 者 名、電 話 番 号、参 加 人
数、交流会参加・不参加」を明
記し ▽ メール（タイトルを「国
際理解講座 1」とし）＝kia@city.
kakamigahara.gifu.jp ▽ は が き
＝ 〒 504-8555 那 加 桜 町 1-69、
観光交流課内各務原国際協会
事務局　 058-389-0765 ☎ 058-
383-1426

国際理解講座
「ヨーロッパを知る」

FAX

日時　5 月 12 日（土）　10:00 ～
15:00（雨天決行）
場所　各務野自然遺産の森（各
務字車洞）
内容　

△

遊びコーナー（竹すべり
台・竹馬・竹水鉄砲・輪投げ・
けん玉など）

△

お茶会（定員
200 人・申込順、費用 100 円）

△

遺産の森オリエンテーリング体
験（受付 14:00 まで）

△

フォト
コンテスト

△

紙飛行機教室（申
込順・有料）

△

竹細工作り（竹
笛・竹とんぼなど）、販売コー
ナー（有料）

△

たけのこ汁ふるま
い（11:00 ～、先着 200 人）

△

飲食コーナー（有料）

△

ミニ SL
乗車会（雨天中止）

△

バルーン
アート教室
備考　

△

会場内に駐車場はあり
ません。臨時駐車場（各務小学
校・各務おがせ町 4）をご利用
ください

△

臨時駐車場～会場を
無料シャトルバスが運行します

（9:00 ～ 15 分間隔で運行）
詳細　河川公園課☎ 058-383-11
11 内線 2755

第 14回
たけのこまつり

　各地区の代表が、県大会出場
を目指して競います。
日時・場所　

△

3・4 分団（稲
羽地区）＝ 5 月 13 日（日）　7:30
～、稲西小グラウンド

△

5・6
分団（鵜沼地区）＝ 5 月 13 日（日）
7:50 ～、鵜一小グラウンド

△  

1・
2分団（那加地区）＝5月20日（日）
7:20 ～ 、那加二小グラウンド

△

7・
8 分団（蘇原地区）＝ 5 月 20 日

（日）　7:20 ～、蘇一小グラウン
ド 

△

9・10 分団（川島地区）＝ 
5 月 27 日（日）　8:30 ～、川島
小中学校グラウンド
詳細　消防本部総務課☎ 058-3
82-3136

地区消防団操法大会
（小型ポンプ操法）

期日　

△

6 月 1日（金）
＝川崎重工ホッケー
スタジアム東駐車場

（下切町 6）

△

2 日（土）＝市役
所本庁舎東駐車場（那加桜町 1）△

4 日（月）＝日本ラインうぬま
の森駐車場（鵜沼字石山）
対象　公園や広場、道路沿いな
どで花壇を管理している自治
会、子ども会、シニアクラブ、
花の愛好団体など
花の種類　サルビア（赤）、ベ
ゴニア（白）、メランポジューム

（黄）、ブルーサルビア（青）
申込と詳細　5 月 14 日（消印有
効）までに、河川公園課、市民サー
ビスセンターにある申込書に記
入し、直接または郵送で〒 504-
8555 那加桜町 1-69、河川公園課
☎ 058-383-1111 内線 2756

花かざり団体へ
花の苗を配布

日時　6 月 2 日（土）　18:30 ～
場所　川島中学校（川島河田町）
対象　市内在住、在勤、在学の方
内容　スポーツガラッキー、カ
ローリング
申込と詳細　5 月 8 日までに各
校区スポーツ推進委員またはス
ポーツ課☎ 058-383-1231

軽スポーツ交流会

日時　5 月 19 日（土）　13:30 ～
15:30
場所　産業文化センター 2 階第
3 会議室（那加桜町 2）
内容　「奇想天外！知られざる
カラクリ舞台～村国座をはじめ
全国の農村舞台の建築と機構
～」川上光洋・市職員
費用　500 円（当日支払）
詳細　各務原歴史研究会・瀬川
☎ 058-370-9746

各務原歴史研究会
講演会

　地震に強い安全なまちづくり
のため、助成を行っています。

【無料耐震診断】
対象　昭和 56 年 5 月 31 日以前
着工の一戸建て木造住宅（木造
軸組構法、枠組壁工法または伝
統的構法で建築されているもの）
定員　150 棟（申込順）

【耐震補強工事】
対象　昭和 56 年 5 月 31 日以前
着工の一戸建て木造住宅で、耐
震診断の結果、上部構造評点が
1.0 未満と診断され、一定の基
準を満たす補強工事
定員　20 戸、または予算範囲
内（申込順）

【建築物耐震診断の補助】
対象　昭和 56 年 5 月 31 日以前
着工の一戸建て木造住宅以外の
建築物
助成金額　診断費用の 2/3 以内

（限度額あり）
定員　予算範囲内（申込順）

【共通事項】
申込と詳細　5 月 7 日～、建築
指導課☎ 058-383-1111 内線 27
13

無料住宅耐震診断
と耐震補強工事

　国土交通省は、河川愛護の普
及啓発を図るため、河川愛護モ
ニターを募集しています。
期 間　7 月 1 日 ～ 平 成 31 年 6
月 30 日（制度改正などで期間
満了以前に終了の場合あり）
対象　木曽川付近に在住の 20
歳以上で、川に接する機会が多
く河川愛護に関心のある方
定員　5 人（選考）
備考　手当未定（平成 29 年度
は月額 4580 円）
申込と詳細　5 月 1 日～ 18 日に
木曽川上流河川事務所☎ 058-2
51-1326

河川愛護モニター
を募集します

FAX

日時　6 月 2 日、7 月 7 日、8 月
4 日、9 月 1 日、10 月 6 日　い
ず れ も 土 曜 日　10:00 ～ 12:00

（全 5 回）
場所　産業文化センター 2 階第
3 会議室（那加桜町 2）
定員　40 人（申込順）
講師　伏屋由美・名古屋 YWCA
講師
備考　電話での申込は不可
申込と詳細　5 月 25 日（必着）
までに、「郵便番号、住所、氏
名、ふりがな、電話番号、国
際協会ボランティア登録の有
無」を明記し ▽ メール（タイト
ルを「日本語ボランティア研
修 会 申 込 」 と し ） ＝ kia@city.
kakamigahara.gifu.jp ▽ は が き
＝ 〒 504-8555 那 加 桜 町 1-69、
観光交流課内各務原国際協会事
務局　 058-389-0765

日本語ボランティア
研修会

【教育相談】
　学校や家庭での教育や子育て
に関する悩みを持つ保護者や、
小・中学生の皆さんからの相談
に応じます。
相談日時　毎週火～土曜日　
9:00 ～ 17:30（祝日を除く）　
相談専用電話　☎ 058-383-7290

【保護者会】
　お子さんが学校に行きづらい
など、同じ悩みを持つ保護者の
方の会を行います。お気軽にご
相談ください。
日時　5 月 17 日、6 月14 日　い
ずれも木曜日　14:00 ～ 15:30

【共通事項】
場所　中央図書館 4 階  教育セ
ンター（那加門前町 3）
詳細　教育センター「すてっぷ」
☎ 058-383-7291

教育センター
教育相談・保護者会

広報紙の訂正

　4 月 15 日号 9 ページ「市
民プール第 2 期水泳教室」の
記事中、※の位置に誤りが
ありました。23 水曜日では
なく、24 金曜日です。
詳細　市民プール☎ 058-37
0-6506

【法律相談（要予約）】
時間　10:00 ～ 12:00（1 人 20 分）
定員　6 人（申込順）
相談員　弁護士
内容　紛争や事故などの訴訟や
法律問題
申込日時　5 月 14 日　10:00 ～

【一般相談】
時間　9:00 ～ 12:00（1 人 30 分）
相談員　嘱託相談員
内容　暮らしのなかでの法律に
関する困りごと、悩みごと

【共通事項】
期日　5 月 20 日（日）
場所　産業文化センター 2 階第
1 会議室前（那加桜町 2）受付
申込と詳細　まちづくり推進課
☎ 058-383-1884

休日市民相談

　「トヨタ自動車ヴェルブリッ
ツ」の選手を迎えて、ラグビー
教室を開催します。
日時　5 月 27 日（日）　9:30 ～
11:30
場所　航空自衛隊岐阜基地南グ
ラウンド（那加官有地無番地）
備考　雨天時は会場変更を予定
申込と詳細　事前にメール yasu
hiro_yamagiwa.dnc@softbank.
ne.jp で各務原ラグビースクー
ル・山際☎ 090-2776-8714

プロから教わる
ラグビー教室

FAX
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

心の通い合う街①
豊かな高齢社会の実現

　日本では、高齢者をめぐる
さまざまな問題が起こってい
ます。いくつになっても生き
がいを持ち、安心して生活し
ていける社会は、誰にとって
も暮らしやすい社会です。社
会に貢献したい、働きたいと
いう高齢者の方はたくさんい
ます。年齢だけを理由に社会
参加を妨げず、それぞれの個
性や能力を尊重し、高齢者が
自立して生きることができる
社会を築いていきましょう。
資料提供　まちづくり推進課5 月 31 日（木）まで

軽自動車税　　全期
国民健康保険　随時
介護保険料　　随時
後期高齢医療　随時

今月の

納　税

　平成 31 年 3 月新規学卒者の
求人取扱や公正な採用選考につ
いての説明会と、インターン
シップ導入セミナーの 2 部構成
で行います。
　「インターンシップを受け入
れても、学生に何をさせたらい
いかわからない…」そんな企業
の方はぜひご参加ください。
日時　5 月 24 日（木）　

△

14:00
～ 16:00 ＝新規学校卒業者求人
取扱説明会、岐阜公共職業安定
所による説明

△

16:00～17:00 ＝
「 イ ン タ ー ン シ ッ プ 導 入 セ ミ

ナー」大黒光一・元㈱リクルー
トキャリア「就職ジャーナル」
編集長
場所　産業文化センター 2 階第
3 会議室（那加桜町 2）
対象　経営者または人事担当者
詳細　企業人材全力応援室☎ 0
58-383-7236

新規学校卒業者
求人取扱説明会

　6 月 1 日現在で工業統計調査
を実施します。
　対象の製造業事業所には、5
月中旬から統計調査員が伺いま
す。ご回答をお願いします。
詳細　総務課☎ 058-383-1111 内
線 2206

工業統計調査を
実施します

　軽自動車税の納税通知書は 5
月 11 日に発送予定です。納期
限内は、金融機関だけでなく、
一部コンビニエンスストアでも
納付できます。また、平成 28
年度からインターネットを利用
して、クレジットカードでも納
付できるようになりました（税

軽自動車税
納期限は 5月31日

車種 排気量など 税率

原動機付自転車

50cc 以下 2000 円
50cc 超 90cc 以下 2000 円
90cc 超 125cc 以下 2400 円
ミニカー 3700 円

小型特殊自動車
農耕作業用 2400 円
その他の作業用 5900 円

軽二輪 125cc 超 250cc 以下 3600 円
二輪小型自動車 250cc を超えるもの 6000 円

車種 ①旧税率 ②新税率 ③重課税率
軽三輪 3100 円 3900 円 4600 円

軽
四
輪

乗
用
営業用 5500 円 6900 円 8200 円
自家用 7200 円 1 万 800 円 1 万 2900 円

貨
物
営業用 3000 円 3800 円 4500 円
自家用 4000 円 5000 円 6000 円

①初度検査年月が平成 27 年 3 月以前の車両は旧税率を適用（③に該当するもの
を除く）
②初度検査年月が平成 27 年 4 月以後の車両は新税率を適用 ※ 初度検査年月が平
成 29 年 4 月から平成 30 年 3 月の車両で、排ガス性能および燃費性能の優れた
環境負荷の小さい車両については、平成 30 年度に限り軽減税率が適用されます。
下記の軽減税率表を参照
③初度検査年月から 13 年を経過したものについて、重課税率を適用（被けん引
車を除く。平成 30 年度の対象は、初度検査年月が平成 17 年 3 月以前の車両）
※初度検査年月は車検証に記載

額に応じて所定の決済手数料が
必要です）。
　また、自動車税の納税通知書
は県から 5 月上旬に発送する予
定です。両税とも、必ず納期限
の 5 月 31 日までに納めてくだ
さい。
詳細　平日　8:30 ～ 17:15 に

△

軽自動車税＝税務課☎ 058-383-
4703

△

自動車税＝県自動車税
事務所☎ 058-279-3781

車種 ① ② ③
軽三輪 1000 円 2000 円 3000 円

軽
四
輪

乗
用
営業用 1800 円 3500 円 5200 円
自家用 2700 円 5400 円 8100 円

貨
物
営業用 1000 円 1900 円 2900 円
自家用 1300 円 2500 円 3800 円

①電気・燃料電池・天然ガス自動車（平成 21 年排出ガス 10％低減または平成
30 年排ガス規制適合）
② ▽乗用＝平成 32 年度燃費基準 +30％達成車 ▽貨物＝平成 27 年度燃費基準 +35
％達成車
③ ▽乗用＝平成 32 年度燃費基準 +10％達成車 ▽貨物＝平成 27 年度燃費基準 +15
％達成車
※②と③は、揮発油（ガソリン）を内燃機関の燃料とする軽自動車であり、平成
17 年排ガス規制 75％低減または平成 30 年排ガス規制 50％低減達成車に限る

【軽自動車】

【軽自動車（軽減税率）】

商工会議所
検定試験

【リテールマーケティング（販
売士）3 級】
期日　7 月 14 日（土）
費用　4120 円
申込期間　5 月14 日～ 6 月22日

【環境社会（eco）】
期日　7 月 22 日（日）
費用　5400 円
申込期間　5 月 8 日～ 6 月 8 日

【共通事項】
場所　産業文化センター（那加
桜町 2）
詳細　各務原商工会議所☎ 058-
382-7101

日時　6 月 6 日（水）　9:30 ～
16:40、7 日（木）　9:15 ～ 15:00

（全 2 回）
場所　中央ライフデザインセン
ター（蘇原中央町 2）
対象　市内在住または在勤の方
定員　60 人（申込順）
費用　4000 円（テキスト代・当
日支払）
申込と詳細　5 月 1 日～ 30 日に、
受講申込書（市ウェブサイトか
らダウンロード可）に写真（縦
3.5cm ×横 3cm）1 枚を添えて、
市内消防署または予防課☎ 058-
382-3137

甲種防火管理
新規講習

テクノプラザ
CAD研修

【CAE 基礎知識（works  simula
tion）】
期日　5 月 14 日（月）
費用　1 万 2240 円

【NC 工作機械  入門】
期日　5 月 16 日（水）
費用　9800 円

【AutoCAD  LT  基礎・応用（夜
間 8 日コース）】
期 間　5 月 16 日～ 25 日（土・
日曜日を除く 8 日間）
費用　2 万 5920 円

【共通事項】
備考　市内の方の費用（市・県
減免適用後。大企業は除く）
詳細　VR テクノセンター☎ 05
8-379-6370

　 今 年 度 か ら、
事前登録制とな
りました。前期

（6 ～ 10 月 ） の
募集を行います。
登 録 は 1 人 1 会
場です。
　簡単なレクリ
エーションと気軽にできる運動
をしませんか。ぜひ、お気軽に
ご参加ください。
場所・日時　①那加福祉セン
ター（那加雲雀町）＝第 2・4 金
曜日　10:00 ～11:00 ②川島健康
福祉センター（川島松原町）＝
第 1・3 火曜日　10:00 ～ 11:00
③各務福祉センター（各務おが
せ町）＝第 2・4 火曜日　10:00
～ 11:00④陵南福祉センター（鵜
沼 朝 日 町 2）＝第 1・3 金 曜 日
10:00 ～ 11:00 ⑤蘇原コミュニ
ティセンター（蘇原野口町 1）＝
第 1・3 月曜日　14:00 ～ 15:00
対象　65 歳以上の方
定 員　 ① ④ ⑤ 各 70 人 ② 各 35
人③各 40 人（いずれも申込順）
申込と詳細　5 月 7 日～ 18 日に
高齢福祉課☎ 058-383-2124

らくらく体操ひろば
登録受付

　ウメやモモに感染するウメ輪
紋病について、県病害虫防除所
の職員などが各家庭を巡回し、
目視で感染の有無を確認します
ので、ご了承ください。また、
必要に応じて、葉を数枚サンプ
リングします。
期日　5 ～ 10 月
対象　ウメ、モモなどのサクラ
属の植物（庭木含む）
詳細　県病害虫防除所☎ 058-
239-3161

ウメ輪紋病調査に
ご協力ください

　5 月 1 日～ 6 月 30 日は、不
正大麻・けし撲滅運動期間です。
大麻・けしなどの薬物乱用は、
心身を破壊するだけでなく、他
人への暴力行為や、さまざまな
犯罪を引き起こすなど、社会に
多くの弊害をもたらします。
　大麻・けし（自生も含む）を
発見した場合は、下記までご連
絡ください。
詳細　岐阜保健所☎ 058-380-30
01

不正大麻・けし
撲滅運動

【原動機付自転車・二輪車など】

　休日・夜間に市税と国民健康
保険料の納付相談を行います。
日時　 ▽休日相談＝ 5 月 13 日

（日）　13:00 ～ 17:00 ▽ 夜間相談
＝ 5 月 10 日（木）・11 日（金）・14
日（月）・15 日（火）　17:15 ～ 20:00
場所　 ▽市税＝市役所本庁１階
税務課 ▽国民健康保険料＝市役
所本庁１階医療保険課
備考　 ▽本庁舎北側地下入口か
らお入りください ▽上記時間帯
に電話による納付確認を実施
詳細　 ▽ 市税＝税務課☎ 058-
383-4773 ▽ 国民健康保険料＝
医療保険課☎ 058-383-1112

5 月の休日・夜間
納付相談
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

期日 場所 対象出生児

25 日
（月）

総合福祉会館

平成 29 年 7 月
26 日

（火）
東保健相談

センター

期日 場所 対象出生児
12 日

（火）
総合福祉会館

平成 28 年 11 月
1 日～ 15 日

13 日
（水）

平成 28 年 11 月
16 日～ 30 日

18 日
（月）

東保健相談
センター 平成 28 年 11 月

期日 場所 対象出生児
19 日

（火）
総合福祉会館

平成 27 年 5 月
1 日～ 15 日

20 日
（水）

平成 27 年 5 月
16 日～ 31 日

22 日
（金）

東保健相談
センター 平成 27 年 5 月

　全 5 回の講座で、生活習慣病
予防や筋力アップに効果的な体
操をします。お気軽にご参加く
ださい。
日 時・場 所　 ▽ 6 月 15 日～ 7
月 13 日の金曜日　9:00 ～ 10:30
＝総合福祉会館（那加桜町 2）

▽ 6 月 6 日 ～ 7 月 4 日 の 水 曜
日　9:00 ～ 10:30 ＝鵜沼福祉セ
ンター（鵜沼羽場町 1）
対象　各務原市国民健康保険加
入者
定員　各 30 人（抽選）
講師　武藤孝子・各務原健体康
心会代表
持参品　バスタオル、体操がで
きる服装
申込と詳細　5 月 11 日までに医
療保険課☎ 058-383-1099

国保健康づくり
講座

期間　平成 31 年 3 月 31 日まで
場所　市内指定医療機関（要予
約）
対象　次に該当し、今まで一度
も接種をしていない方①昭和 28
年 4 月 2 日～ 29 年 4 月 1 日生
まれ②昭和 23 年 4 月 2 日～ 24
年 4 月 1 日生まれ③昭和 18 年 4
月 2 日～ 19 年 4 月 1 日生まれ
④昭和 13 年 4 月 2 日～ 14 年 4
月 1 日生まれ⑤昭和 8 年 4 月 2
日～ 9 年 4 月 1 日生まれ⑥昭和
3 年 4 月 2 日～ 4 年 4 月 1 日生
まれ⑦大正 12 年 4 月 2 日～ 13
年 4 月 1 日生まれ⑧大正 7 年 4
月 2 日～ 8 年 4 月 1 日生まれ⑨
接種時 60 ～ 64 歳で、心臓、腎臓、
呼吸器の機能に身辺の日常生活
が極度に制限される程度の障が
いを有する方、およびヒト免疫
不全ウイルスのため免疫の機能
に日常生活がほとんど不可能な
程度の障がいを有する方
接種回数　1 人１回
費用　本人負担 2500 円（生活
保護世帯の方は免除）
持参品　高齢者肺炎球菌予防接
種予診票兼接種券（①～⑧の方
は配布済）、本人確認書類（保険
証など）、健康手帳（お持ちの方）
備考　 ▽ ⑨と生活保護世帯の対
象者の方は、必ず事前に健康管
理課で手続きをしてください。
手続きには、本人確認書類（⑨
は身体障害者手帳）、マイナン
バー通知カード、印鑑が必要 ▽

県外施設入所者、長期入院で市
内の指定医療機関での接種が困
難な方、県内のかかりつけ医で
接種希望の方は、事前に健康管
理課または東保健相談センター
へお問い合せください
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
15 東保健相談センター☎ 058-
379-7888

高齢者の肺炎球菌
感染症予防接種

【こころカフェ  ぽかぽか】
日時　毎週土曜日　10:00～12:00

（5 月 5 日を除く）
場所　NPO 福祉サポートセン
ター各務原東隣（鵜沼三ツ池町 5）
費用　200 円
詳細　フェニックス・かかみ野
☎ 058-384-8844

【さくらカフェ】
日時　5 月 17 日（木）　13:30 ～
15:30
場所　Blue café（那加門前町 3）
費用　200 円
詳細　社会福祉協議会☎ 058-3
83-7624

【オレンジカフェ in さわやか伝
言ばん】
日時　5 月 19 日（土）　13:00 ～
15:00
場所　さわやか伝言ばん（鵜沼
東町 8）
費用　200 円
詳細　さわやか伝言ばん☎ 058-
379-5017

【オレンジカフェ八木山】
日時　5 月 24 日（木）　13:00 ～
15:00
場所　ささえあいの家（つつじ
が丘 4）
詳細　カーサ・レスペート☎ 05
8-381-3800

気軽にご参加を
「認知症カフェ」

　子育てに大切なことを、夫婦
で学ぶ講座です。家族みんな
で、赤ちゃんを迎える準備をし
ましょう。
日時　5 月 27 日（日） 　9:30 ～
11:00（受付 9:00 ～ 9:30）
場所　総合福祉会
館 3 階集会室（那
加桜町 2）
対象　分娩予定日
が 平 成 30 年 8 月
～ 10 月の妊婦と家族
定員　160 人程度（申込順）
内容　親子の愛着と情緒関係、
抱っこのポイント、乳幼児の発
達、赤ちゃんとの生活イメージ
など（希望者には 11:00 ～ 11:45
に体験を実施）
講師　心療内科医師、助産師、
保健師
持参品　母子健康手帳、筆記用具
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
15

妊娠期から始める
ハッピー子育て講座

　健康管理には、適切な生活習
慣と、自覚症状がなくても健診
を受診することが大切です。

【乳がん検診】
期日　6 月 11 日～平成 31 年 2
月 25 日の月・水・金曜日（祝日、
年末年始などを除く）
受付時間　13:20 ～ 14:00
対象　市に住民登録があり、年
度末年齢 40 歳以上の女性。た
だし、次に該当する方は検診を
受けられません①職場などで受
診する機会がある②乳房に関す
る病気で治療中または経過観察
中③乳がんで治療中、経過観察
中④妊娠中、授乳中、断乳後 1
年を経過していない⑤ペース
メーカーなど医療機器を上半身
に装着⑥豊胸術を受けた⑦この
１年以内にマンモグラフィ検査
受診済（昨年度市の乳がん検診
を受けた方は不可）
定員　1 日 35 人（申込順）
内容　問診、乳房エックス線検
査（マンモグラフィ）
費用　1500 円（当日支払）
申込期限　平成 31 年 1 月 31 日

【肺がん・結核検診】
期日　6 月 11 日～ 11 月 30 日の
月・水・金曜日（祝日などを除く）
受付時間　14:15 ～ 14:45
対象　市に住民登録があり、年
度末年齢 40 歳以上の方。ただ
し、次に該当する方は不可①今
年 4 月以降に胸部エックス線検
査を受けた②肺疾患で現在治療
中または通院中③職場などで受
診する機会がある④妊娠の可能
性がある
定員　1 日 25 人（申込順）
内容　胸部エックス線検査、喀

かく

痰
たん

細胞診（喫煙などで必要と認
めた方のみ）
費用　

△

40 ～ 64 歳（年度末）＝
1000 円（当日支払） ▽ 65 歳以

乳がん検診
肺がん・結核検診

上＝無料

△

喀痰細胞診を受ける
方は別途 1000 円
申込期限　10 月 31 日

【共通事項】
場所　東海中央病院 2 階健康管
理センター（蘇原東島町 4）
備考　 ▽予約制です ▽両方を希
望する方は一緒にお申し込みく
ださい ▽生活保護世帯の方は無
料になります。検診前に下記へ
お問い合わせください
申込と詳細　5 月 10 日～電話な
どで健康管理課☎ 058-383-1115

6 月の
乳幼児健康診査

【4 か月児健康診査】

内容　医師の診察、身体計測、
栄養・育児などの相談

【11 か月児健康診査】

内容　医師の診察、身体計測、
歯科・栄養・育児などの保健相談

【1 歳 6 か月児健康診査】

内容　医師・歯科医師の診察、
身体計測、個別相談
備考　 ▽歯みがきをして受診し
てください（歯の汚れの検査あ
り） ▽当日幼児フッ素塗布受診
票を発行（１人 1 回分・無料）

【3 歳児健康診査】

内容　医師・歯科医師の診察、
尿・聴覚検査、身体計測、個別相談
備考　尿を入れる容器（5 月中旬
郵送）と、目と耳に関するアンケー
トを記入し、持参してください

【共通事項】
受付時間　13:00 ～ 13:30（仮番
号札配布 12:30 ～）

期日 場所 対象出生児
1 日

（金）
東保健相談

センター 平成 30 年 1 月

4 日
（月）

総合福祉会館

平成 30 年 1 月
1 日～15 日

5 日
（火）

平成 30 年 1 月
16 日～31 日

対象地区　 ▽総合福祉会館＝那
加・川島・蘇原・稲羽地区 ▽東
保健相談センター＝鵜沼地区
持参品　母子健康手帳、問診票

（記入済のもの）
備考　 ▽指定日に受診できない
場合、２週間前までに下記へ ▽

前月までの対象児で受診してい
ない方は、今回受診可 ▽健康診
査の所要時間は約 2 時間 ▽集団
での健診が難しい場合は要相談
詳細　健康管理課☎ 058-383-11
15、東保健相談センター☎ 058-
379-7888

　今年度から、事前登録制とな
りました。前期（6 ～ 10 月）の
募集を行います。登録会場は 1
人 1 会場です。65 歳以上の方
を対象に、歌いながらストレッ
チや軽い運動などを行います。
場所・日時　①総合福祉会館（那
加桜町 2）＝第 2・4 月曜日 10:00
～ 11:30 ②稲羽コミュニティセ
ンター（上戸町 3）＝第 2・4 火
曜日　13:00 ～ 14:30 ③鵜沼福
祉センター（鵜沼羽場町 1）＝
第 2・4 水曜日　10:00 ～ 11:30
④地域包括支援センターカーサ・
レスペート内（ 各 務 お が せ 町
9）＝第 1・3 水曜日　10:00 ～
11:30
定 員　①②各 70 人③各 60 人
④各 30 人（いずれも申込順）
対象　65 歳以上の方
申込と詳細 　5 月 7 日～ 18 日
に、高齢福祉課☎ 058-383-2124

「歌って元気塾」
登録受付

備考　400mL 限定会場
詳細　健康管理課☎ 058-383-75
70

6 月の「愛の献血」

期日 受付時間 場所

10日（日）
9:30 ～ 12:00 アピタ各務

原店（鵜沼各
務原町 8）13:30 ～ 16:00
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カルチャー カルチャー

〒 504-0911 那加門前町 3-1-3
㊡ 5/1・2・7・8・11・14・15・21・28、6/1

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8    
㊡月曜日、祝日

中央ライフデザインセンター
☎ 058-389-1820

　ダンスの基礎やステップを学びながら、みんなで
一緒に踊る楽しさを感じませんか。最終回には、市
民会館のステージで発表します。
日時　6 月 24 日、7 月 1 日・8 日・22 日・29 日、8
月 5 日・19 日・26 日、9 月 9 日・16 日・30 日、10
月 7 日　いずれも日曜日　9:00 ～ 10:30（10 月 7 日
の時間は未定、全 12 回）
場所　中央ライフデザインセンターほか
対象　小学 3 年～ 6 年生
定員　30 人（抽選）
費用　受講料 1800 円（別途衣装代
4000 円程度）
講師　早川直希・ダンスサークル
Bambi インストラクター
申込　6 月 5 日（必着）までに、「講座名、住所、参
加者氏名・学校・学年、保護者氏名、電話番号（緊
急連絡先）」を明記し、メール chuolife@city.kakami
gahara.gifu.jp、または往復はがきで中央ライフデザ
インセンター（窓口申込の場合は、はがき 1 枚持参）

　夫婦でペアを組んで、護身術を兼ねた空手の型を
覚えてみませんか。ゆっくりとした動きで、ストレッ
チや呼吸法、正しい姿勢も学べます。日ごろの運動
不足解消にもピッタリです。健康的な体づくりを目
指しましょう。
日時　6 月 10 日（日）　10:00 ～ 11:30
場所　蘇原福祉センター（蘇原吉新町 2）
対象　成人
定員　20 人（夫婦での申込を優先し、抽選）
費用　1 人 300 円
講師　鈴木春海・誠道会館空手連盟代表
申込　5 月 29 日（必着）までに、｢ 講座名、参加者全
員の氏名、年齢、住所、電話番号 ｣ を明記し、メー
ル chuolife@city.kakamigahara.gifu.jp、または往復
はがきで中央ライフデザインセンター（窓口申込の
場合は、はがき 1 枚持参）
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小学生チャレンジ講座
「楽しくストリートダンス」
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市民会館・文化ホールの
イベント・コンサート

夫婦でチャレンジ！講座
「健康カラテで護身術！」

ご参加ください！
専門家に学ぶ、短期講座

市民会館・文化ホール

西ライフデザインセンター

☎ 058-389-1818

☎ 058-383-1121

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8
㊡月曜日（祝日を除く）

〒 504-0912 那加桜町 2-186 産業文化センター 4 階
㊡祝日

■鵜沼中学校第 11 回ふれあいコンサート
日時　5 月 4 日（金・祝）　13:30 ～（開場 13:00）
場所　文化ホール
詳細　鵜沼中学校吹奏楽部☎ 058-384-0323
■ピアノ発表会
日時　5 月 6 日（日）　12:00 ～（開場 11:00）
場所　文化ホール
詳細　濵井ピアノ教室☎ 090-4267-1174
■各務原西高等学校吹奏楽部第 26 回定期演奏会
日時　5 月 13 日（日）　13:30 ～（開場 13:00）
場所　市民会館
詳細　各務原西高等学校☎ 058-371-0123

■知って得する　立ち方歩き方
　アスリートへの施術などで活躍する講師を招き、
健康寿命を延ばす立ち方と歩き方を習得します。
日 時　6 月 13 日・27 日、7 月 11 日　いずれも水
曜日　13:30 ～ 15:30
対象　40 歳以上の方（歩けない方、ひざの痛みが
ある方は不可）
定員　20 人（申込順）
費用　900 円（受講料）
講師　後藤周士・各務原活法整体センター代表
持参品　動きやすい服装・靴、タオル、飲み物
申込開始日　5 月 16 日
■和菓子職人に学ぶ　夏の和菓子づくり
　今回は「くずまんじゅう」と「淡

あわゆきかん

雪羹（新緑）」
の 2 品を作ります。
日時　6 月 27 日（水）　9:30 ～ 11:30
定員　24 人（申込順）
費用　受講料 300 円、材料費 1200 円
講師　河田正樹・河田秀正堂店主
持参品　筆記用具、エプロン、三角巾、台ふきん、
皿ふきん、ごみ袋、ハンドタオル、持ち帰り用パック
申込開始日　5 月 23 日

【共通事項】
申込　申込開始日の 10:00 ～、受講料を持参し、直
接西ライフデザインセンター（10:00 時点で定員を
超えた場合は、その場で抽選）

期間　5 月 16 日～ 20 日　10:00 ～ 17:00（16 日は
13:00 ～、20 日は 16 時まで）
詳細　木槿の会・山下☎ 058-384-3280

中央図書館
☎ 058-383-1122

A
R
T 3 階展示室の催し物

「第5回絵画（油絵）作品展  木
む く げ

槿の会」

〒 509-0102 各務字車洞 6797-1
㊡なし

■ 10 日（日）　ミツバチ観察とハチミツの食べ比べ
費用　500 円
持参品　筆記用具、スプーン
■ 17 日（日）　「小川」の生きもの観察会
費用　300 円
持参品　筆記用具、汚れてもよい服装、タオル、帽
子、飲み物、長靴
■ 23 日（土）　特別講座
　「長良杉」で手づくり！鰹ぶし削り器
　県産材「長良杉」を使った鰹節
削り器を手作りしてみよう。
費用　1 台 4500 円
持参品　筆記用具、軍手
■ 24 日（日）　初夏の昆虫おもしろ楽習
費用　300 円
持参品　筆記用具、長そで長ズボン、虫捕り網、虫
かご、帽子、飲み物

【共通事項】
時間　10:00 ～ 12:00（23 日は 9:30 ～ 12:30）
対象　小学生の親子（23 日は、子ども 1 人に対し
て大人 1 人必要、24 日は大人のみも可）
定員　30 人（申込順、17 日は 20 人、23 日は 10 台）
申込　5 月 1 日～、「開講日と講座名、参加者全員
の住所、氏名 、ふりがな、性別、年齢、電話番号、
返信用メールアドレス、付き添いの方がいればその
旨」を明記し、メールで shizen@wildlife.ne.jp
詳細　NPO 法人生態教育センター（自然体験塾窓
口・平日 10:00 ～ 17:00）

N
A
TU
R
E

自然を楽しむ講座がいっぱい！
6 月の「自然体験塾」講座

自然体験塾
☎ 090-5615-0370

M
U
S
IC

　市は、夏の始まりを告げるイベントとして、全国
に先駆けて夏フェスを開催します。「各務原市の活
力」を全国へ発信する会場に、ぜひお越しください。
チケットのご購入はお早めに！
日時　7 月 8 日（日）　11:20 ～ 20:30（予定）
場所　河川環境楽園（川島笠田町）
出演　Y

ユ ア

OUR  S
ソ ン グ

ONG  I
イズ

S  G
グ ッ ド

OOD、Y
ヨ ギ ー

ogee  N
ニ ュ ー

ew  W
ウ ェ ー ブ ス

aves、
C
チ ャ イ

HAI、T
テ ン パ レ イ

empalay、ミツメ、M
モ ノ

ONO  N
ノ

O  A
ア ワ レ

WARE、呂
リョ

布
フ

カルマ、O
オ ー ラ ン ド

RLAND、d
デ ッ ド バ ン デ ィ ー

eadbundy
費用　前売 3500 円、当日 4000 円（前売チケット
が売り切れた場合、当日チケットは販売しません）
販売　5 月 1 日～、CN プレイガイド、かかみがは
らオープンクラス（イオンモール各務原 2 階）、観
光交流課ほか
備考　途中退場・再入場可

河川環境楽園夏フェス「OUR  FAVORITE
THINGS  2018」チケット一般発売開始！

☎ 058-383-9925

観光交流課

〒 504-0912 那加桜町 2-186 産業文化センター 6 階
㊡土・日曜日、祝日

■ホワイエコンサート「緑の息吹に寄す命の歌」
日時　6 月 14 日（木）　12:30 ～（開場 12:00）
場所　市民会館ホワイエ（ロビー）
定員　約 100 人（申込順、未就学児の入場不可）
出演　村上彩子（ソプラノ）、大石邦子（ピアノ）
費用　300 円（中学生以下無料）
申込　事前に電話などで市民会館

13　　　広報各務原5月 1日号 広報各務原5月 1日号　　　12



毎月 1日号に掲載

健康に役立つ情報をお届け！
み ん な 集 合

登場していただける団
体・サークルを募集中！
詳細は広報課☎ 058-
383-1111（内線 2151）
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KIDS in Kakamigahara

論
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
発
表
に
お
い
て
自
分

た
ち
の
意
見
を
い
か
に
分
か
り

や
す
く
他
者
に
伝
え
る
か
、
と

い
う
こ
と
も
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。
相
手
に
的
確
に
伝

え
る
た
め
に
、
自
分
た
ち
の
意

見
を
客
観
的
に
眺
め
る
こ
と

で
、
文
章
構
成
の
工
夫
、
話
し

方
の
工
夫
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
た
だ
ア
イ
デ

ア
を
考
え
る
だ
け
で
な
く
提
案

ま
で
自
分
た
ち
で
行
う
こ
と

で
、
考
え
を
伝
え
る
こ
と
の
大

切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
を
生
か
し
て
、
日

々
の
生
活
の
中
で
様
々
な
考
え

方
を
吸
収
し
て
い
く
こ
と
を
意

識
し
、
今
後
、
課
題
を
解
決
し

て
い
く
力
を
さ
ら
に
身
に
付
け

て
い
き
た
い
で
す
。

文
・
３
年
　
北
川
航こ

う
き希
さ
ん（
執

筆
当
時
は
２
年
）

クエストエデュケーションを終えて
蘇原中学校

1
人
目
は
特
に
不
安

　

初
め
て
妊
娠
が
分

か
っ
た
時
の
喜
び
、

産
声
を
聞
い
た
時
の
安
心
、
わ

が
子
が
歩
い
た
時
の
感
動
。育

児
の
中
で
は
、た
く
さ
ん
の
感

動
の
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
ま
す
。

一
方
で
、悩
み
や
不
安
も
た
く

さ
ん
。特
に
、１
人
目
の
育
児
は
、

初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
戸
惑

い
も
多
く
な
り
ま
す
。

　
「
ど
う
し
た
ら
い
い
？
」と
悩

ん
だ
時
、
皆
さ
ん
は
ど
う
し
ま

す
か
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検

索
す
る
方
や
マ
マ
友
・
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
聞
く
方
、
そ
れ
ぞ
れ

の
答
え
が
違
う
の
で
、
結
局
ど

う
し
た
し
た
ら
い
い
か
、
悩
む

マ
マ
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
、
篆
刻
を
学
び
、

楽
し
む
サ
ー
ク
ル
で
、
市
の
講

座
を
修
了
し
た
仲
間
と
共
に
10

年
以
上
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

 

「
篆
刻
」
と
は
、
書
道
の
一

分
野
。
書
や
画
の
名
前
の
下
に

押
し
て
あ
る
印
の
こ
と
で
、
と

て
も
奥
が
深
い
で
す
。

　

古
代
文
字
を
用
い
る
こ
と
が

多
い
で
す
が
、
実
際
に
は
ど
の

よ
う
な
文
字
で
も
画
で
も
い
い

の
で
す
。
そ
れ
を
石
に
書
き
入

れ
、
鉄
筆
で
刻
み
、
印
肉
を
押

し
完
成
さ
せ
ま
す
。
当
然
そ
の

中
に
、
作
品
と
し
て
の
美
し
さ

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
古
代
文
字

の
造
形
や
、
石
に
し
か
出
な
い

線
の
面
白
さ
、
赤
と
白
の
余
白

か
ら
見
え
る
美
し
さ
を
追
求
し

て
い
き
ま
す
。
古
来
か
ら
、「
一

番
小
さ
な
高
尚
な
芸
術
」
と
い

わ
れ
る
ほ
ど
で
す
。

　

私
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
は
月
２

回
活
動
し
て
お
り
、仲
間
に
は
、

市
美
術
展
の
市
展
賞
、
岐
阜
市

展
の
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
者
も

い
ま
す
。
ま
た
、
卒
寿
を
迎
え

た
仲
間
も
い
て
、
篆
刻
を
通
し

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

り
な
が
ら
、
手
と
頭
の
体
操
を

し
て
い
ま
す
。サ
ー
ク
ル
で
は
、

文
字
の
学
問
と
合
わ
せ
て
、
古

代
、
近
代
作
家
の
作
品
鑑
賞
や

解
説
な
ど
、
書
道
全
般
を
学
び

ん
で
い
ま
す
。
知
る
喜
び
、
見

る
喜
び
、
創
作
の
喜
び
を
感
じ

な
が
ら
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
一
緒
に
活
動
し
ま
せ

ん
か
。
新
た
な
世
界
が
広
が
り

ま
す
よ
。

活
動
日　

第
１
・
３
水
曜
日　

午
後
１
時
～
３
時

会
費　

月
２
０
０
０
円

詳
細　

服
部
☎
０
５
８
（
３
７

０
）
５
９
７
２

篆
てんこく

刻同好会

誰
も
が
こ
ん
な
悩
み
を
抱
え
て

い
ま
す

▼
出
産
し
て
か
ら
1
人
で
育
児

が
で
き
る
か
心
配
▼
産
ま
れ
て

間
も
な
い
の
に
手
足
を
バ
タ
バ

タ
動
か
す
け
ど
大
丈
夫
？
▼
鼻

水
が
出
る
け
ど
、
医
療
機
関
を

受
診
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
？
▼

夜
に
何
度
も
起
き
る
か
ら
ま
と

め
て
寝
て
ほ
し
い
▼
離
乳
食
を

嫌
が
っ
て
食
べ
て
く
れ
な
い

　

育
児
に
悩
み
や
不
安
は
つ
き

も
の
で
す
。
１
人
目
の
育
児
な

ら
マ
マ
も
１
年
生
。
不
安
が
あ
っ

て
当
然
で
す
。
悩
み
や
不
安
を

解
消
し
な
が
ら
、

お
子
さ
ん
と
一
緒

に
マ
マ
も
成
長

し
て
い
き
ま
す
。

相
談
で
安
心
、
楽
し
く
育
児

　

４
月
２
日
に
開
設
し
た
「
母

子
健
康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー    

ク
ロ
ー
バ
ー
」は
、そ
ん
な
悩
み

の
相
談
窓
口
。
安
心
し
て
妊
娠

期
を
過
ご
し
、
楽
し
く
幸
せ
に

育
児
が
で
き
る
よ
う
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
細　

健
康
管
理
課
内
母
子

健
康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー「
ク

ロ
ー
バ
ー
」
☎
０
５
８（
３
８
３
）

７
２
０
４
（
２
・
３
ペ
ー
ジ
も

参
照
）

　

昨
年
末
、私
た
ち
は「
ク
エ
ス

ト
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
活

動
と
し
て
、
株
式
会
社
フ
ァ
ッ

ズ
代
表
取
締
役
、
佐
野
直
史
様

か
ら
「
高
齢
社
会
、
グ
ロ
ー
バ

ル
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
飲
食

店
を
提
案
せ
よ
」
と
い
う
課
題

を
頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
お
よ

そ
３
か
月
間
、
班
の
仲
間
と
と

も
に
、
課
題
に
対
す
る
自
分
た

ち
な
り
の
答
え
を
探
求
し
、
先

日
、
佐
野
様
を
お
迎
え
し
て
、

発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

提
案
を
考
え
る
時
は
、
ま
ず

班
で
Ｋ
Ｊ
法
な
ど
を
用
い
て
意

見
を
出
し
合
い
、
方
向
性
を
見

出
し
ま
し
た
。そ
の
後
、本
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
情

報
収
集
を
し
な
が
ら
、
高
齢
化

や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
、

よ
り
具
体
的
な
提
案
が
で
き
る

よ
う
考
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

発
表
で
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

を
使
っ
て
ス
ラ
イ
ド
を
作
り
、

自
分
た
ち
の
話
と
組
み
合
わ
せ

な
が
ら
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
で
学
ん
だ
こ
と

は
、
複
数
の
人
で
１
つ
の
課
題

に
対
し
て
議
論
す
る
こ
と
の
大

切
さ
、
そ
し
て
自
分
た
ち
の
考

え
を
発
信
す
る
こ
と
の
大
切
さ

で
す
。

　

班
の
仲
間
で
話
し
合
う
時

も
、
お
互
い
の
意
見
が
一
致
し

な
か
っ
た
り
、
う
ま
く
ま
と
ま

ら
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
の
過
程
を
踏
ま
え
る
こ

と
で
、
考
え
方
の
多
様
性
を
理

解
し
合
い
、
よ
り
実
の
あ
る
議

妊
娠
・
育
児
の
悩
み
は
、

気
軽
に「
ク
ロ
ー
バ
ー
」へ

西森登さん｜平成30年度市自治会連合会長

　

生
活
環
境
の
向
上
や
安
全
対

策
、
住
民
同
士
の
交
流
な
ど
を

行
う
自
治
会
。
市
内
の
３
８
８

自
治
会
を
ま
と
め
、
市
役
所
と

の
パ
イ
プ
役
と
な
る
自
治
会
連

合
会
長
に
、
尾
崎
北
町
の
西
森

登
さ
ん
が
就
任
し
た
。
市
民
を

代
表
す
る
大
役
に
、
気
を
引
き

締
め
て
い
る
。

　

航
空
自
衛
官
と
し
て
、
各
地

に
赴
任
し
た
経
験
の
あ
る
西
森

さ
ん
は
、各
務
原
の
印
象
を「
都

会
と
田
舎
が
い
い
塩あ

ん
ば
い梅

で
共
存

す
る
、
住
み
や
す
い
ま
ち
」
と

話
す
。
そ
ん
な
西
森
さ
ん
が
描

く
理
想
は
、「
子
ど
も
た
ち
が
、

い
き
い
き
と
育
つ
ま
ち
」。
そ

の
た
め
に
も
、「
他
市
の
先
進
事

例
を
学
び
、
他
の
役
員
と
協
力

し
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て
い
き

た
い
」
と
非
常
に
前
向
き
だ
。

　

昨
年
１
年
間
、
西
森
さ
ん
は

尾
崎
北
町
４
丁
目
自
治
会
の
自

治
会
長
を
務
め
て
い
た
。
夏
ま

つ
り
や
作
品
展
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
行
事
を
運
営
し
、
あ
っ
と

い
う
間
の
１
年
だ
っ
た
と
い
う

が
、「
行
事
が
活
発
に
行
わ
れ
、

住
民
同
士
が
交
流
を
深
め
る
の

は
、
と
て
も
よ
い
こ
と
。
大
変

で
し
た
が
、
い
い
経
験
に
な
り

ま
し
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　

こ
の
経
験
を
踏
ま
え
、「
自

治
会
連
合
会
長
と
な
っ
た
今
年

は
、
自
治
会
同
士
の
交
流
や
連

携
を
深
め
た
い
。
よ
り
よ
い
自

治
会
の
取
組
を
市
内
に
広
げ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
が
抱
え
る

課
題
の
解
決
に
つ
な
げ
た
い
」

と
目
標
を
語
っ
た
。

　

ま
た
、「
自
治
会
の
加
入
率
低

下
や
役
員
の
な
り
手
不
足
が
、

共
通
の
課
題
」
と
考
え
て
い
る

西
森
さ
ん
。
加
入
率
を
向
上
さ

せ
る
た
め
、「
自
治
会
活
動
が
楽

し
か
っ
た
こ
と
や
、
人
間
関
係

が
広
が
っ
た
こ
と
な
ど
、
自
身

が
感
じ
た
思
い
も
含
め
て
、
広

く
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
」
と

目
を
輝
か
せ
た
。

　
「
自
分
の
役
割
は
、住
民
と
住

民
、
住
民
と
行
政
の
橋
渡
し
を

す
る
こ
と
」。
そ
う
言
っ
て
ほ

ほ
笑
む
西
森
さ
ん
の
表
情
か
ら

は
、
重
責
を
担
う
意
欲
が
あ
ふ

れ
て
い
る
。

NISHIMORI Noboru
ジョギングやウオーキングなど、体
を動かすことが趣味。庭木の手入れ
や野菜作りにも取り組む。66 歳。

各務原市を子どもがいきいきと育つようなまちに
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作

　・
大
堀
一
志

挿
絵
・
廣
江
貴
子

　3 月 10 日・11 日に、産業文化センターで「ク
ラブ・サークル発表会」が行われました。
【市民カメラマン：尾崎昭喜さん】
産業文化センターで、市内で活動するクラブ・サー
クル 36 団体による作品発表会が催されました。
会場では、絵手紙や写真、書、日本画など本格的
な作品を多数展示。ランチやお茶席、和菓子販売
のほか、体験コーナーも設けられ、大勢の来場者
が楽しんでいました。

葉桜の下、祭りを満喫

「空
そ ら は く

宙博」、堂々リニューアル！ 新社会人としての決意を胸に

桜まつり 20万人の広場

「空宙博」リニューアルオープン 新就職者激励の集い

クラブ・サークル発表会

　4 月 7 日・8 日に市民公園で、春の風物詩「桜
まつり 20 万人の広場」を開催しました。
　今年は桜の開花が早く、葉桜の下、パレードや
ステージを実施。桜まつり横丁では、グルメを楽
しむ多くの人々でにぎわいました。
　川島河田町の西野朋子さんは「桜まつりを毎年
楽しみにしています。先週は満開の桜を楽しみ、
今日はステージやグルメを満喫できました」と笑
顔を見せていました。

　県とともにリニューアルに取り組んできた「岐
阜かかみがはら航空宇宙博物館」が、「空宙博」
の愛称で、ついにオープンを迎えました。　　
　3 月 24 日には記念式典が開催され、バルーン
からの紙飛行機放出や水ロケット発射などのアト
ラクションが、会場を大いに盛り上げました。
　開館後は入館待ちの列ができ、初日だけでも
4000 人を超える人が訪れ、生まれ変わった博物
館を楽しみました。　　 　

　新就職者の未来を祝福しようと、市と市雇用・
人材育成推進協議会、各務原商工会議所の共催で
毎年開催されている「新就職者激励の集い」。今
年度は、4 月 2 日にあすかホールで開催され、市
内に就職した 233 人の若者たちが参加しました。
　式典では、新就職者を代表して、株式会社ハイ
テムの市橋正成さんが「社会人として自分の行動
に責任を持ち、一歩一歩成長できるよう努力しま
す」と、力強く誓いの言葉を述べました。

我
々
の
尊
王
攘
夷
の
志
を
お
伝
え
し
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
が
我
々
の
目
的
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
よ
り
…
し
ゅ
っ
ぱ
ー
つ
」

　

そ
の
時
、隊
の
中
ほ
ど
で
大
砲
を
載
せ
た
車

を
押
し
て
い
た
男
が
側
に
い
た
男
に
囁

さ
さ
や
い
た
。

「
お
い
、
夜
明
け
前
に
偵
察
に
出
掛
け
た
二

人
が
ま
だ
戻
っ
て
お
ら
ん
ぞ
。
呼
ん
で
こ
な

く
て
え
え
の
か
」

「
そ
う
じ
ゃ
、
忘
れ
て
お
っ
た
」

「
田
丸
様
も
忘
れ
て
お
ら
れ
る
の
じ
ゃ
」

「
わ
し
ら
こ
の
ま
ま
出
発
し
た
ら
ど
う
な
る
。

中
山
道
か
ら
違
う
道
へ
迂
回
し
た
ら
…
あ
の

二
人
は
」

　

確
か
に
加
納
城
下
の
動
静
を
探
り
に
出
掛

け
た
の
は
四
人
だ
っ
た
。
先
刻
、
そ
の
う
ち

の
二
人
が
帰
っ
て
き
て
山
国
兵
部
に
な
に
や

ら
報
告
し
て
い
た
の
を
皆
が
見
た
。
し
か
し
、

あ
と
の
二
人
の
姿
は
誰
も
見
て
い
な
か
っ
た
。

― 

つ
づ
く

21

　

六
ッ
半
１

を
過
ぎ
て
い
た
。
初
冬
な
が
ら

夜
明
け
の
冷
え
込
み
も
日
が
上
が
る
に
つ

れ
緩
ん
で
く
る
。
鵜
沼
宿
を
出
発
し
た
天
狗

党
の
一
団
は
小
休
止
し
た
ま
ま
だ
っ
た
。
次

の
宿
場
・
加
納
宿
ま
で
は
四
里
十
町
２

あ
り
、

道
は
ほ
ぼ
平
坦
と
は
い
え
中
山
道
の
中
で
も

里
程
が
長
い
。
い
つ
ま
で
も
逡

し
ゅ
ん
じ
ゅ
ん
巡
し
て
い
る

暇い
と
まは
な
か
っ
た
。

　

結
局
、
隊
列
は
中
山
道
を
迂
回
し
て
進
む

こ
と
に
な
っ
た
。
中
山
道
の
二
十
軒
と
い
う

集
落
か
ら
北
へ
分
岐
し
て
い
る
間
道
が
あ
っ

た
。
俗
に
犬
山
街
道
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、

古
代
の
官
道
の
一
つ「
東
山
道
」に
比
定
さ
れ

て
も
い
る
。
そ
の
道
を
天
狗
党
は
選
択
し
た
。

　

や
が
て
隊
列
に
出
発
の
合
図
が
渡
っ
た
。

そ
し
て
、
前
方
か
ら
大
き
な
声
が
し
た
。
山

国
兵
部
だ
っ
た
。

「
我
ら
、
こ
れ
よ
り
中
山
道
を
迂
回
し
て
揖

斐
方
面
に
出
る
。
そ
し
て
、
大
回
り
し
て
大

垣
へ
出
る
。
目
指
す
は
あ
く
ま
で
も
京
。
何

と
し
て
で
も
慶
喜
公
に
お
目
通
り
を
し
て

【これまでのあらすじ】元治元年（1864）11 月 30 日。高田橋付近で加納藩と相対した天狗党は、戦いを避けるべく迂回を検討し…

                               ※1…朝 7 時ごろ（当時は 1 日を 12 刻に分けていた）　※2…約16.8 ㎞（1 里≒3927m、１町≒109m）

　

ハ
ロ
ー
、
皆
さ
ん
。
５
月
は
新
緑
の
季
節

で
す
。
公
園
で
の
ん
び
り
過
ご
す
の
が
気
持

ち
い
い
時
季
で
す
ね
。
市
内
に
は
、
た
く
さ

ん
の
公
園
が
あ
り
ま
す
。「
各
務
原
と
い
え

ば
公
園
」
と
い
う
方
も
多
く
、
Ｋ
Ｏ
Ｃ
で
の

相
談
で
も
話
題
に
多
く
上
が
り
ま
す
。
暮
ら

し
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
公
園
は
、
大
切

な
「
ま
ち
の
魅
力
」
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
よ
う
と
、
参
加

型
写
真
展
「#p

パ
ー
ク
メ
ン
ト

ark’m
ent

」
を
開
催
！
参
加

方
法
は
、「
市
内
の
公
園
で
撮
っ
た
写
真
」を
、

I

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

nstagram

で
「#

（
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
）
パ
ー

ク
メ
ン
ト
」
を
つ
け
て
投
稿
す
る
だ
け
。
投

稿
さ
れ
た
写
真
を
選
り
す
ぐ
り
、
Ｋ
Ｏ
Ｃ
や

市
内
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

　

ど
ん
な
写
真
を
投
稿
す
る
か
は
、
あ
な
た

次
第
。
ぜ
ひ
、
あ
な
た
が
切
り
取
っ
た
「
各

務
原
の
魅
力
」
を
発
信
し
て
く
だ
さ
い
。
た

く
さ
ん
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※

※

ウオッチ

WATCH

市民カメラマンフォトルポ市民カメラマンフォトルポ
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模型
「零
れいせん

戦二
に

一
いち

型
がた

」

模型に魅せられたのは小学生のとき。以来ずっと模型に

はまっています。主に飛行機を制作していて、完成までの

プロセスを楽しみます。特に、塗装にはこだわりがあって、

面
めんそうふで

相筆という細い筆を使って時間をかけて塗装します。こ

の 2つの機体、実は塗装の仕上げが違います。次は、各務

原の空を飛んだ「十二試艦上戦闘機」を作りたいですね。 那須克彦さん
（蘇原沢上町）

CITY
GALLERY

塗装にこだわりぬく至福の時間

「各務原市公式 L
ラ イ ン

INE」で、子育て・イベント、
「元気ッズ」募集などの情報を逃さずゲット！

右のQRコードから、または
「@kakamigahara」で検索！

4 月から年少、年長さん！これからも元気に

明るく優しい子でいてね。

（こうたさん・文香さん、鵜沼羽場町）

たくさんの笑顔をありがとう！お調子者で心

配な時もあるけど、元気いっぱい成長してね！

（隼人さん・莉彩さん、那加芦原町）

安藤　旦
だん

ちゃん（H27.10.19 生）

美濃部　愛
まなみ

珠ちゃん（H24.5.19 生）

　　　　莉
り な

愛ちゃん（H26.5.7 生）

　　　　怜
れ な

愛ちゃん（H26.5.7 生）

環境保護のため、
植物インキを
使用しています。

各務原市の
人口・世帯

人口｜ 14 万 8017 人（男　7万 3119 人・女　7万 4898 人）

世帯｜ 5万 9108 世帯　　　　　平成 30 年 4月 1日現在

広
報
各
務
原
　
Vol.1320

平
成
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年
5
月
1
日
号

編
集
発
行
　
｜
　
各
務
原
市
市
長
公
室
広
報
課

〒
504-8555

岐
阜
県
各
務
原
市
那
加
桜
町
1-69

電
話
｜
058-383-1900（

直
通
）　
　
　
FAX

｜
058-389-1234

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
｜
http://w

w
w
.city.kakam

igahara.lg.jp
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